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※2：臓器移植を行った、免疫抑制剤や抗がん剤等を使用している、その他免疫機能低下のおそれがある状態
※3：血液中の脂質の値が基準値より高かったり低かったりする状態
・数値（％）は、新型コロナウイルス感染症による死亡率を基礎疾患別に算出したものです。「基礎疾患による死亡者数」を「基礎疾患をお持ちの方の数」で割っ
て算出したものであり、年齢や他の基礎疾患などの影響を考慮せずに計算した値です。

・本調査結果が示された時点と現在（2026年）とでは、国内における新型コロナワクチンの接種状況や流行しているウイルスのタイプ（変異株）が異なる点
にご留意ください。
対象・方法：新型コロナウイルス感染症発生届ベースのHER-SYSデータ（2021年4月1日から2021年6月30日、322,007例）を用いて、重症化リスク因子別

の死亡率を調査した。
1）厚生労働省：第49回新型コロナウイルス感染症対策アドバイザリーボード（令和3年8月25日）資料4-3 より作図

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000823697.pdf　2026/5/20参照

＊：厚生労働省：新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引き 第10.1版：9, 2024
※1：「基礎疾患」について、本リーフレットでは新型コロナウイルス感染症が重症化しやすいとされている病気のことを指しています＊。

基礎疾患※1

を
お持ちの方こそ対策を！

予防はインフルエンザだけで大丈夫？
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65歳以上の方へ

基礎疾患や生活習慣ごとの新型コロナによる死亡率1）

死亡率は
基礎疾患（持病）の
ある方で高かった
ことが示されました。
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3）厚生労働省：新型コロナウイルス感染症（COVID-19）診療の手引き 別冊 罹患後症状のマネジメント 第3.1版：7, Annex・3, 2025

新型コロナがなおったあとの長引く症状（後遺症）

主な症状は「疲れやすい・だるい」「眠れ
ない」「集中力が低下する」「咳・息苦しい」
「脱毛」「ブレインフォグ（頭の中に霧が
かかったような状態）」などでした（国内
調査）。後遺症は時間の経過とともに良く
なることが多い一方で、改善と悪化を繰り
返すこともあるとされています。また、回復
には個人差がみられます3）。

疲れやすいし
だるい

2）厚生労働省：人口動態統計（確定数） より算出、作図 https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/81-1a.html　2026/5/20参照

手洗いなど日ごろからの感染対策を忘れずに。
ワクチン接種については、医師にご相談ください。
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日本人の死因（2024年、第10位まで）2）

新型コロナは、日本人の死因の第8位でした。


